
令和６年度 信学会松本こども園 「園の自己評価」（まとめ） 

  
１．園の教育目標 
子どもたちの主体的な学びと、他者とのかかわりで生まれる経験を通じて、生涯にわたり自ら学び続ける人間を

育てる。 
２．本年度の重点目標 
〇えがおであいさつ 〇がんばるちから 〇おともだちとなかよし 
１． 園の自己評価 
A 十分達成されていると思う  B 達成されていると思う   C取り組んでいるが、成果が十分でないと思う

D取り組みが不十分であると思う 

項目 自己評価内容 評価 
A B C D 

教育課程・指導 ・園は目指している教育目標、本年度の重点目標を周知している。 17 17  2  0 
・教育課程実施において、教職員は共通理解をしている。 8 24  4  0 

保健管理 ・日常の健康観察や、疾病予防のための取り組みや健康診断などを行っている。 25 11  0  0 
安全管理 ・事故やケガ等発生時の危機管理マニュアルが整備されている。 24 10  2  0 
組織運営 ・園長は教育目標の達成に向けリーダーシップを発揮し、職員をリードしてい

る。 
28 8  0  0 

・園運営が適切に機能するために、運営・責任体制の整備を行っている。 18 17  1  0 
研修（資質向上へ 
の取組） 

・法人実施の研修会への参加と、園内研修会の実施をしている。 23 12  1  0 
・日々の保育の振り返りと課題を明確にしている。 9 24  3  0 

教育目標・ 
園評価 

・幼児の実態、保護者の意見要望などを踏まえた園目標を設定している。 13 23  0  0 
・保護者アンケートの実施と、学校関係者委員会（モニター会）を設置してい

る。 
20 16  0  0 

・本年度の重点目標達成のための取り組みをしている。 15 20  1  0 
情報提供 ・園公開を実施し、園の取り組みを広く情報提供している。 23 13  0  0 

・園の情報を広く公開するために、ホームページ等を活用している。 19 11  4  2 
保護者・地域住民 
との連携 

・PTAや学校関係者委員会（モニター会）等で定期的に懇談会を実施している。 20 15  1  0 

子育て支援・ 
預かり保育 

・地域における保護者の実情や、子育て支援ニーズを把握している。 12 19  5  0 
・保護者の実情や要望を取り入れ、預かり保育・希望保育事業を実施している。 21 13  2  0 

教育整備環境 ・子どもの成長に則した教育環境になるよう工夫を重ねている。 16 16  4  0 
 

３． 自己評価分析 次年度に向けて 
【教育課程・指導】 
〇信学会の教育課程本が使われなくなった現在、自園においての教育課程の制定を行わなければならない。子ど

もの育ちの先につながる姿を発達心理の観点から自園独自のものがあった方が良い。職員がグランドデザイン

の具体を頭に入れながら、子どもの育ちと照らし合わせ同じ方向に向かってで進んでいけるような取り組みが

さらに必要か。 
〇子どもの姿に即した、指導計画、教育目標の具体、園が目指す子どもの姿の具体を教職員で共通の目標とする

べく、再確認が必要である。 
【組織運営】」 
〇ITを活用し、保護者通知が行われ、リアルタイムに子どもの様子が伝えられるようになった。仕事の効率化を

図るとともに、更に ITを活用した取り組みを進めていきたい。 
【地域連携・子育て支援】 
〇子育て支援に関して、地域におけるこども園の役割とは何か。地域の子育てニーズの把握と、それに即したに

支援体制がとれるよう開かれたこども園の在り方を検討する必要がある。地域、行政とも連携を取り、情報交

換の機会を設け、支援体制の強化を図る。 


